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成田市教育委員会 
 本年４月、文部科学省により、全国の小学校第６学年・義務教育学校前期課程第６学年、特別
支援学校小学部第６学年、中学校第３学年、義務教育学校後期課程第３学年、中等教育学校前期
課程第３学年、特別支援学校中学部第３学年の全児童生徒を対象に「全国学力・学習状況調査」
が実施されました。 
 本市の調査実施校は小学校１９校、中学校８校、義務教育学校２校の合計２９校です。 
小学校 
（１）教科に関する調査 
   ○国語科 ○算数科  
（２）生活習慣や学習環境に関する調査 
   ○児童質問紙 

中学校 
（１）教科に関する調査 
   ○国語科 ○数学科 ○英語科 
（２）生活習慣や学習環境に関する調査 
   ○生徒質問紙 

 

本市の校種・教科区分別平均正答率（％） 
小学校 成 田 市 千 葉 県 全 国  中学校 成 田 市 千 葉 県 全 国 

国 語 67 67 67.2 
 国 語 69 69 69.8 

算 数 62 62 62.5 
 数 学 50 51 51.0 

    
 英 語 48 46 45.6 

※文部科学省の発表に基づき、全国平均正答率は小数第１位まで、千葉県及び成田市の平均正答率は小数点
以下を四捨五入した結果を示しています。中学校英語は「話すこと」調査の結果を除きます。 

※中学校英語の調査は令和元年度に追加され、３年に１度程度の実施となっております。 

 

千葉県・全国平均との比較 （全国平均を１００とする） 

小学校                     中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○国語においては、県・全国の平均とほぼ同
等の結果ですが、昨年度より下降傾向にあ
ります。 

○算数においては、県・全国平均とほぼ同等
の結果となりました。 

 

 ○国語においては、全国平均を下回りました
が、昨年度よりも上昇しました。 

○数学においては、県・全国平均を下回りま
したが、昨年度と比較するとその差が縮ま
りました。 

○英語においては、県・全国平均を大きく上

回りました。 

 

作成：成田市教育委員会 令和５年９月 
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分野別平均正答率 （全国の正答率を 100 とする） 

小学校                    中学校 
国語 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

国語 

 

○概ね県・全国平均を上回りましたが、「書くこと」
の問題で課題が見られました。 

 

○概ね県・全国平均と同等の結果が得られました。 

「話すこと・聞くこと」の問題で課題が見られま

した。 

算数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○領域別では、概ね県・全国平均を上回りましたが、
「図形」の問題に課題が見られました。 

○「数と式」「データの活用」に課題が見られまし
た。全体的に県・全国平均を下回っているものの 

 昨年度と比べ、その差が縮まりました。 

中学校英語 

「話すこと」以外 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校英語 

「話すこと」 

（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 
○全ての項目で県・全国平均を上回りました。「聞く
こと」「読むこと」と比較すると「書くこと」の領
域に課題が見られました。 

○「話すこと」の領域では、無回答率が低いという結
果が出ました。疑問文における語順や一般動詞の
使い方や、相手の意見に対する自分の考えとその
理由を伝える表現に課題が見られました。 

※中学校英語「話すこと」調査については県の正答率が公表されていないため記載しておりません。また全国の正答 
率は推計値（当日実施校の調査結果 499校、41,966 人に統計的補正をかけ全国値として推定したもの）です。本市の 
結果は 4/18の当日のほか、4/19～5/26の期間内に実施した市内１０校の中学校（義務教育学校）の平均正答率を示 
しており、母体数が異なるため、単純に比較することは適当ではなく、あくまで参考まで掲載しております。 
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①国語の勉強は好きですか R5全国値：61.5 

 

 

 

 

②授業の内容はよくわかりますか R5全国値：85.7 

 

③算数の勉強は好きですか R5全国値：61.4 

 

 

 

④授業の内容はよくわかりますか R5全国値：81.2 

⑤国語の書く問題では、全ての問題で最後まで解答 

を書こうと努力した R5全国値：80.7 

 

 

 

 

 

⑥算数の言葉や数、式を使って、わけや求め方などを書く 

問題では、全ての問題で最後まで解答を書こうと努力し 

た R5全国値：80.3 

 

⑦５年生までに受けた授業では、課題の解決に向け 
て、自分で考え、自分から取り組んだか  
R5 全国値：78.8 

 

⑧学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考え 

を深めたり、広げたりすることができているか  

R5 全国値：81.8 

 

 

 

①国語の勉強は好きですか R5全国値：61.4 

 

 

 

 

 

②授業の内容はよくわかりますか R5全国値：80.0 

③数学の勉強は好きですか R5全国値：56.7 

 

 

 

 

④授業の内容はよくわかりますか R5全国値：73.3 

 

 

⑤英語の勉強は好きですか R5全国値：51.9 

 

 

 

 

⑥授業の内容はよくわかりますか R5全国値：63.9 

⑦国語の「書く問題」では全ての問題で解答を最後 
まで書こうと努力した R5全国値：74.3 

 

⑧数学の言葉や数、式を使って、説明する問題では、全ての書く

問題で最後まで解答を書こうと努力した R5 全国値：57.1 

 

 

全国・経年比較「児童・生徒質問紙編」 

※回答は小学校⑤⑥中学校⑦⑧以外「当てはまる、どちらかと言えば当てはまる」を合算した値 

小学校 

中学校 
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※グラフの縦軸は、平均正答率を表しています。 

生活習慣・学習習慣に関する項目 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

規則正しい生活習慣や、読書の習慣が学力向上につながります。 

朝食を毎日食べている児童や、読書が好きな児童ほど正答率が高い傾向が見られました。 
 

学習への取り組み方に関する項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
自分で考え、学んだことを生かす、見直しをする次の学習へつなげるサイクルが重要 

普段の授業の中でも、自分で考え、学んだことを生かしたり、見直したりして次の学習につなげてい
る児童ほど、正答率が高い傾向が見られました。 

 

「書く問題」への取り組み方に関する項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「書く力」を高めるために 
どの教科でも、わかったことを教科書にある言葉や自分の言葉を使って、友達に伝えたり、ノー

トに書いたりするところから始めてみましょう。 
 

⑦ ⑧ 

小学校★ 生活を振り返ろう「学力と相関が見られた項目」 
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※グラフの縦軸は、平均正答率を表しています。 

読書の習慣や部活動に関する項目 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習のほかにも夢中になれるものを見つけよう！ 

 読書が好きな生徒ほど高い正答率が得られました。特に国語科で顕著に現れています。また部活動な

ど、学校の学習以外にも夢中になれるものがある方が、学力が高い傾向が見られました。 
 

学習への取り組み方に関する項目 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的に学習に取り組み、学習した内容をまとめたり見直したりして、次の学習につなげよう！ 

課題解決に向けて、自分で考え、主体的に取り組んだり、学習した内容をふり返って次の学習につな

げている生徒ほど高い正答率が得られました。 
 

「書く問題」への取り組み方に関する項目 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「書く力」を高めるために 
普段から、自分の言葉や、各教科の授業で学習した言葉を使って、わかったことや考えたことを友達

に伝えたり、書いたりするところから始めてみましょう。 
 

中学校★ 生活を振り返ろう「学力と相関が見られた項目」 

① ② 

③ 

⑧ ⑦ ⑥ 
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て、自分で考え、自分から取り組んでいましたか
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学んだことを生かしながら、自分の考えをまと

める活動を行っていましたか
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学習した内容について、分かった点や、よく

わからなかった点を見直し、次の学習につな

げることができていますか(%)
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たりしたものがあった
書く問題は全く解答しなかった

国語の問題では、文章で書く問題を、

どのように解答しましたか
(%)
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解答しなかったり、解答を書くことを途中であきらめた

りしたものがあった
書く問題は全く解答しなかった

数学の問題では、言葉や数、式を使って説明

する問題をどのように解答しましたか
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りしたものがあった
書く問題は全く解答しなかった

英語の問題では、まとまりのある文章で書く

問題を、どのように解答しましたか(%)
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問題別傾向 小学校 

結果が良好だったもの（平均正答率） 課題が見られたもの（平均正答率） 
国語「話すこと・聞くこと」 

 目的や意図に応じ、話の内容を捉え、話し手

の考えと比較しながら、自分の考えをまとめる

ことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

国語「書くこと」 

 図表やグラフなどを用いて、自分の考えが伝

わるように書き表し方を工夫することに課題が

見られました。 

 
 

算数「数と計算」 

 一の位が０の二つの２位数について、乗法

の計算をすることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数「図形」 

 高さが等しい三角形について、底辺と面積の関係

を基に面積の大小を判断し、その理由を言葉や数を

用いて記述することに課題が見られました。 

 

 

 

 

ワンポイントアドバイス 

 

国  語 

〇自分の考えをわかりやすく伝えるために、書き表し方を工夫しましょう。図表やグラフなどを

使うと自分にとっても考えを深めやすく、相手にとってもよく理解できるものになります。 

また、様々な情報の中から必要な情報を選ぶ力もつけましょう。 

 

 

 

算  数 

〇算数科の学習は、正しい解答を導き出す技能を磨くことも大切ですが、どのような見方・考え

方をしたことで解答にたどり着いたのかを振り返ることが、他の場面でも自分の力として算数

を活用する力を高めます。授業で出された様々な考え方に興味をもち、解き直したり、他の場

合に当てはめてみたりする習慣を付けましょう。 
 

 

 

 

 

 
 

70.2

70.5

74.1

62 64 66 68 70 72 74

全国

千葉県

成田市

(%)

26.7

24.0 

24.9

20 22 24 26 28 30

全国

千葉県

成田市

(%)

80.8

79.3

82.4

74 76 78 80 82 84

全国

千葉県

成田市

(%)

20.8

19.9

16.1

14 16 18 20 22 24

全国

千葉県

成田市
(%)
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問題別傾向 中学校 
結果が良好だったもの（平均正答率） 課題が見られたもの（平均正答率） 

国語「(2)情報の扱い方に関する事項」 

 具体と抽象など情報と情報との関係について

理解しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

国語「話すこと・聞くこと」 

 聞き取ったことを基に、目的に沿って自分の

考えをまとめることに課題が見られました。 

 

 

数学「関数」 

 事象を理想化・単純化することで表された直線の

グラフを、事象に即して解釈することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数学「数と式」 

 目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取

ったりして、事柄が成り立つ理由を説明することに

課題が見られました。 

 

英語「聞くこと」 

 日常的な話題について、自分の置かれた状況など

から判断して、必要な情報を聞き取ることができま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語「読むこと」 

 社会的な話題について、短い文章の要点を捉える

ことに課題が見られました。 

 

 

ワンポイントアドバイス 

国  語 

〇聞き取った内容から、自分の考えを書くことは生活の中でも重要な力です。日頃から様々な情

報を見聞きし、それについて意見をもったり、家族や友達と考えや意見を交流したりすること

を心がけましょう。 

数  学 

〇数量の関係を、文字を用いた式で表すだけではなく、式の意味の読み取りや、式の変形による

他の場面での活用など、式で表すよさを実感し、方法を考察し表現することも大切です。 

英  語 

〇意見文の要点を捉えるためには、文章全体から書き手が最も伝えたいことを判断することが大

切です。繰り返されている言葉や問いかけ、接続語などに注目しながら読んでみましょう。 

 

61.8

62.1

64.3

58 60 62 64 66

全国

千葉県

成田市
(%)

82.5

81.1

78.3

74 76 78 80 82 84

全国

千葉県

成田市
(%)

61.7

62.3

62.9

58 59 60 61 62 63 64

全国

千葉県

成田市

(%)

58.8

57.0 

54.3

50 52 54 56 58 60

全国

千葉県

成田市

(%)

56.1

55.5

53.4

50 52 54 56 58

全国

千葉県

成田市
(%)

41.2

42.2

49.0 

38 40 42 44 46 48 50 52

全国

千葉県

成田市
(%)
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成田市で多かった誤答例 
反応率 １９．９％ 

 
 

小学校国語 課題が見られた問題「書くこと」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国語科 ここに気を付けよう！ 

情報を選んで、自分の考えが伝わるように書こう！ 

条
件
一
つ
目
の
【
カ
ー
ド
④
】
か
ら
わ
か
る
こ
と
、
条
件
二
つ
目
の

【
カ
ー
ド
⑤
】
を
も
と
に
し
た
問
題
点
の
解
決
方
法
に
つ
い
て
は
書
か

れ
て
い
る
が
、
条
件
一
つ
目
の
【
川
村
さ
ん
の
文
章
】
の
グ
ラ
フ
か
ら

わ
か
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
な
い
。 

※
条
件
三
つ
目
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
問
と
す
る
。 

（
誤
答
例
）「
学
校
の
米
作
り
の
問
題
点
は
、
雑
草
に
栄
養
を
と
ら
れ
て 

米
の
し
ゅ
う
か
く
が
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、 

雑
草
取
り
の
回
数
も
人
数
も
増
や
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。」 

（
６８
字
） 

 

（
正
答
例
）「
グ
ラ
フ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
学
校
の
田
ん
ぼ
で
は
雑
草

が
増
え
続
け
て
い
た
た
め
、
雑
草
に
栄
養
を
と
ら
れ
て
し
ゅ
う

か
く
が
減
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
雑
草
取
り
の
回
数
と
人
数
を
増
や
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。」（
１００
字
） 

成田市では、この設問の正答

率が全国平均に比べ低い傾向が

見られました。誤答を分析する

と、条件の読み取りに課題が見

られました。 

情報と情報との関係を捉えた

り、グラフなどを用いたりして

自分の考えが伝わるように書き

表し方を工夫しましょう。 

また、様々な情報の中から目

的に応じて必要な情報を選んだ

り、伝えたいことを明確にして

文章の構成を考えたりすること

が大切です。 

 

国立教育政策研究所「令和５年度全国学力・学習状況調査の調査問題・ 

正答例・解説資料について」より引用、以下同じ 
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成田市で多かった誤答例 
反応率    １７．１％  
無解答率   ２２．７％ 

中学校国語 課題が見られた問題 

「読むこと」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表現の効果について、根拠を明確にして考える！ 

の 

べ 

成田市では、この設問の正答率が全国平均に比べ低い傾向が見

られ、無解答も多くありました。「竹取物語」の現代語訳につい

て、どのような工夫が見られるか。具体的に表現の一部を取り挙

げながら、自分の考えを述べることが求められています。【授業

で読んだ「竹取物語」の一部】〈現代語訳〉と【学校図書館で見

付けた「竹取物語」の一部】を読み比べ、【授業で読んだ～】に

ない表現が【学校図書館で見付けた】星新一氏の現代語訳にはあ

ります。その部分に星氏の工夫を見出すことができます。具体的

には、〈原文〉に「よろずのこと」とある竹の使い道を「笠、

竿、笊、籠、筆、…」とより具体的に表現していたり、「翁」の

仕事ぶりを「手なれた仕事だ。」と付け加えたりすることで、

「翁」の人物像がぐっと鮮明になっています。それに着目し、星

氏の加えた表現を根拠として取り上げ、それらの表現がどのよう

な効果をもたらすと考えるかを述べることがポイントとなりま

す。 

古典の現代語訳にもいろいろなものがあります。原文を豊かに

現代語訳した中学生にも手に取りやすい作品が多くあります。学

校図書館等を活用し、そういった多様な表現に触れることで表現

力を培い、その効果を読み味わう機会をもてるとよいでしょう。 

 

（
誤
答
例
）・「
手
な
れ
た
仕
事
だ
。」
な
ど
、〈
原
文
〉
に
は

な
い
こ
と
を
書
い
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
    

→
表
現
の
一
部
を
取
り
上
げ
て
は
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
か
を
書
け
て
い

な
い
。 

 
 
 
 
 

・
具
体
的
に
書
い
て
、
読
者
が
想
像
し
や
す
い

よ
う
に
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
    

→
表
現
の
一
部
を
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
な
い
な
い
。 

（
正
答
例
）・「
手
な
れ
た
仕
事
だ
。」
と
付
け
加
え
る
こ
と

で
、
竹
を
割
る
翁
の
様
子
を
読
者
が
想
像
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。 

  

 



10 

 

 
 

小学校算数 課題が見られた問題「図形」 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数・数学科 ここに気を付けよう！ 

高さの数値が分からない！→幅は同じだから… 

 

成田市では、この設問の正答率が県平均・全国平均に比べ、特に低い傾向が見られました。 

この問題は、「テープの上の直線と下の直線が平行で、幅はどこも等しい」と記載されています。この

ことから『高さは等しくなるな』 

『どこも等しいなら例えば３ｃｍだったらどうなるかな』 

のように、必要な情報を主体的に見い出す力、適当な数値を当てはめて考える力が求められていま

す。特に図形は「構成要素に着目する」ことが大切です。基本図形の求め方を公式として覚えるだけ

ではなく、その過程での表現方法（切って移動してみる、倍にしてみる、分けてみる等）をふり返っ

たり、面積を知っている形に変形して求めるという「考え方」を大切にして復習しましょう。 

 

 

（誤答例）４を選択（わけ）高さの具体的な数値がわからないから比べられない 

（正答例）３を選択（わけ）三角形の面積は、底辺×高さ÷２で求めることができます。○おと○かの底辺 

は、どちらも 3.2 ㎝なので等しいです。○おと○かの高さは、テープのはばがどこも同じ長さな 

ので等しいです。だから、○おと○かの面積は等しいです。 

成田市で多かった誤答例 
反応率 １５．７％ 
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中学校数学 課題が見られた問題「数と式」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

式が成り立つ過程も大切！    

成田市で多かった誤答例 
反応率１２．６％ 

 「３をたす」部分を「６をたす」にしても同様のことが成り立つのでは？という学習の

様子が問いとなっていました。ある事柄が成り立つ結果（公式など）だけではなく、成り

立つことの説明を理解し、他の場合を確かめたり、新たに成り立ちそうな事柄を予想した

りすることが、文字を用いた式を活用するための資質・能力を育む大切なポイントとなり

ます。「式を立てる」他に、「式を読み取る」学習も積極的に取り入れましょう。 

 

（誤答例）３×□の□に（n＋２）以外の文 

字を用いた多項式又は単項式を入 

れて記述しているもの 

 

（正答例） 

＜３（n＋２）と計算している場合＞ 

n＋２は整数だから、３（n＋２）は３の倍

数である。したがって、はじめの数にかける

数が２、たす数が６ならば、計算結果はいつ

でも３の倍数である。 

 

＜３n＋６ と計算している場合＞ 

３n 、６が３の倍数で、３の倍数の和は３

の倍数だから、３n＋６は３の倍数である。 

（２）の問題 

図１ 説明１のような学習をした上での「だったらこれも成り立つのでは」というのが問い 
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（誤答例）I’m in the basketball team. I practice very hard. But I was fun. We have to win the 

next game. Basketball is interesting. 

「学校生活の中から一つ取り上げ、それについて説明する」というコミュニケーション上の目的を捉えてい

ない解答になっている。学校を紹介するという目的では、主語は、自分ではなく Our school か Weとなる。 

（正答例）Our school has a school festival in October. In the festival, we have a chorus  

contest and we practice hard to win the gold prize. Many people come to listen to our 

songs. 

 

(誤答例)What food kangaroo eat? What they do eating?  など、 

助動詞の脱落や語順の誤りが見られる。 

（正答例）What food do they eat? What food do kangaroos eat? 

 
 

 課題が見られた問題「書くこと」 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 課題が見られた問題「話すこと」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語 ここに気を付けよう！ 

日常的な話題について、事実や自分の考えなどを整理し、

まとまりのある文章を書こう。 

成田市で多かった 
誤答例 

反応率 １６．６％ 

コミュニケーションを行う目的は何かを考え、それを捉えた上で書く内容や構成を考えまし

ょう。目的によって主語は変わってきます。そのあたりも意識して書くとよいでしょう。 

即興で伝え合うとともに、考えとその理由を述べあおう 

成田市で多かった誤答例 
反応率４１．９％ 

 疑問文を実際のコミュニケーションにおいて正しく使うようになるまでには時間を要します。疑

問文を用いて話したり書いたりすることを継続的に行うことが大切です。先生やＡＬＴ、友達と質

問し合う場面の中で、正確さを高めていきましょう。 

 

 


